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品川区のこのようなことが
決まりました

議案等審議
－ 令和７年第１回定例会 －

会期36日間：令和７年２月19日～３月26日

今回審議した議案等は
区長提出議案……66件　議員提出議案……３件　請願・陳情……29件

計98件
※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

品川区国際交流推進基金を設置します
第11号議案　品川区国際交流推進基金条例

　品川区の国際化・国際交流に資することを目的とした指定寄附金を受けたことに伴い、国際的な交流の
推進および国際理解を深めることを目的とした事業に要する財源に充てるため、品川区国際交流推進基金
を設置します。

基金を設置する理由について

委員会での質問 子どもたちの国際交流に関する事業に充当してほしい
という目的での寄附をいただいたことから、充当予定
の事業を継続的に実施できるよう、基金を設置するも
のである。

Q
A

  
公共の場所での喫煙を禁止します

第17号議案　品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する条例の一部を改正する条例

　区民等から寄せられる喫煙に関する苦情、規制強化の要望のほか、改正健康増進法、東京都受動喫煙防
止条例の趣旨などを踏まえ、公共の場所における喫煙に関する規制強化を図ります。

委員会での質問 条文で定義している公共の場所の中に私有地は含まれて
いないため、本条例での規制は対象外となる。しかし、
私有地に喫煙場所を設置する場合など、改正健康増進法
において周囲に受動喫煙を生じさせないように配慮する
義務が課せられているため、関係所管と連携し認知度の
向上をはかるなど、対策を講じていく。

Q
A

改正概要

現行・・・区内全域の公共の場所における歩行喫煙禁止(努力義務)
改正・・・区内全域の公共の場所における喫煙禁止(罰則なしの禁止規定)
※路上喫煙禁止・地域美化推進地区の規制～現行のまま(罰則あり)   

当初の積立額5,000万円

グローバル人材育成海外派遣事業

　グローバル人材の育成に向け、アントレプレナーシップ教育が盛んなフィンランドに区内
在住・在学の中高生を派遣し、自己探求型のプログラム等を通して自ら学び生き抜く力を育
み、失敗を恐れずに挑戦する心を醸成します。

品川区子どもの未来応援基金を設置します
第20号議案　品川区子どもの未来応援基金条例

　区では将来にわたり子ども等の幸福が持続する社会の実現を目指しており、当該事業に要する財源の確
保および、子ども施策の更なる推進を目的として、品川区子どもの未来応援基金を設置します。

委員会での質問
所得制限を設けない学習支援や子ども若者応援フリース
ペースでのプログラミング講座などを想定している。Q A

当初の積立額25億円
令和7年度当初予算による積立額約6,600万円

　当基金は「大学生奨学金」、「食・学習支援」、「ヤングケア
ラー・ひきこもり支援」など、制度や分野の狭間で生じている諸
課題に対応する事業等に対し、令和7年度については年間約1億
9,300万円を充当します。 

基金を活用した「体験格差の
解消」として、想定される事
例について

条文で定義している公共の場
所における私有地の考え方に
ついて
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議案の議決結果
全会一致で可決した議案
議案番号 件　　名

議案番号 件　　名

結果 公明
(7)

未来
(6)

共産
(4)

品改
(3)

維新
(2) (1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1)件　　名

〇…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数　　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※１…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
※２…未来のうち１名と共産のうち１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
※３…未来のうち１名と維新のうち１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。 各議員の賛否はこちら

のQRコードからご覧
になれます→

指定管理者の指定について（八潮南認知症高齢者グループホーム、八潮南特別養護老人ホーム、北
品川つばさの家、西大井つばさの家、西大井福祉園、かがやき園、戸越台在宅サービスセンター、
荏原在宅サービスセンター、中延在宅サービスセンター、戸越台特別養護老人ホーム、荏原特別養
護老人ホーム、中延特別養護老人ホーム、東品川高齢者多世代交流支援施設）

令和７年度品川区災害復旧特別会計予算
品川区国際交流推進基金条例
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
非常勤職員の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
品川区職員の退職管理に関する条例
品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等の投げ捨ての防止に関する条例の一部を改正する条例
品川区中小企業事業資金融資あつ旋条例の一部を改正する条例
品川区すまいるスクールの実施に関する条例の一部を改正する条例
品川区子どもの未来応援基金条例
品川区一時保護施設の設備および運営の基準に関する条例
品川区立心身障害者福祉会館条例の一部を改正する条例
品川区立知的障害者グループホーム条例の一部を改正する条例
品川区立知的障害者福祉施設条例の一部を改正する条例
品川区立発達障害者支援施設条例の一部を改正する条例
品川区介護保険制度に関する条例の一部を改正する条例
品川区公衆浴場の設置場所の配置および衛生措置等の基準に関する条例の一部を改正する条例
品川区後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
品川区手数料条例の一部を改正する条例
品川区道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例
品川区法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
品川区立公園条例の一部を改正する条例
品川区立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例
第二戸越幹線整備工事（取水および空気抜き設備等整備）請負契約
第四日野小学校校舎改築その他工事請負契約の変更について
浜川中学校校舎改築その他工事請負契約の変更について
浜川中学校校舎改築その他機械設備工事請負契約の変更について
浜川中学校校舎改築その他電気設備工事請負契約の変更について
城南第二小学校改築工事請負契約の変更について

品川区長および副区長の給与および旅費条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例
品川区国民健康保険条例の一部を改正する条例
学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

41～47、
49～51

9
11
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

52
53
54
55
56
57

品川区行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用お
よび特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例

令和６年度品川区一般会計補正予算

令和６年度品川区国民健康保険事業
会計補正予算
令和６年度品川区後期高齢者医療
特別会計補正予算
令和６年度品川区介護保険特別会計
補正予算

令和７年度品川区一般会計予算

令和７年度品川区国民健康保険事業
会計予算
令和７年度品川区後期高齢者医療
特別会計予算
令和７年度品川区介護保険特別
会計予算

品川区職員定数条例の一部を改正
する条例
品川区地区計画等の区域内における
建築物の制限に関する条例の一部を
改正する条例

指定管理者の指定について
（大井認知症高齢者グループホーム）

学校教育職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例

1

2

3

4

5

6

7

8

10

12

30

48

58

議員提出
1

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

※1
○

※2
○

※2
×

※2
○

※2
×

※2
○

※2
×

※2
○
※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※3
○

※2
×

×

×

×

×

×

×

×

※1
○
※1
○
※1
○
※1
○
※1
○
※1
○
※1
○

※1
○

※1
○

※1
○

※1
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

可決
※1
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

可決
※1
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

59
60
61
62
63

64～66

学校教育職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例
幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
品川区特別区税条例の一部を改正する条例
八潮南特別養護老人ホーム増築その他工事請負契約の変更について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（長谷川　一也　氏、羽鳥　紀子　氏、百々　靖雄　氏）
品川区議会個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
品川区議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

●会派名は次の略語で記載しています。
　自民……品川区議会自民党・無所属の会　　  
　未来……しながわ未来（無所属・立憲・ネット）　
　品改……品川改革連合　　　　　　　　　　  
　  

選択的夫婦別姓について議論を
尽くすことを国会及び政府に求める
意見書

議員提出2
議員提出3

意見の分かれた議案

件　　　名 結果 自 民
⑼

公 明
⑺

未 来
⑹

共 産
⑷

品 改
⑶

維 新
⑵

無所属議員（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴
議案
番号
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総務委員会

区民委員会

厚生委員会

建設委員会

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結果

令和７年
請願第４号
令和７年
陳情第11号
令和７年
陳情第15号
令和７年
請願第５号
令和５年
陳情第31号
令和７年
陳情第４号
令和７年
陳情第５号
令和７年
陳情第13号
令和７年
請願第６号

令和６年
陳情第57号

令和７年
陳情第７号

令和７年
陳情第12号

令和７年
陳情第16号
令和６年
請願第14号
令和７年
請願第２号

令和５年
陳情第20号
令和５年
陳情第29号

令和５年
陳情第34号

令和５年
陳情第43号

令和７年
陳情第６号

令和７年
陳情第９号

令和７年
陳情第10号

令和７年
請願第３号

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

継続審査

継続審査※

継続審査

継続審査

継続審査※

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准を求める意見書提出を求める請願

適格請求書等保存方式(インボイス制度)の廃止、もしくは見直しを求める請願

政党機関紙の庁舎内勧誘行為における庁舎管理規則の徹底を求める陳情

法令を順守した行政手続きを区長に求める陳情

「選択的夫婦別姓制度の早期実現を国に求める意見書」提出を求める請願

行政が運営主体となる新規火葬場建設を求める陳情

区内独自でインボイス制度に係る実態調査実施の陳情

「中小企業の景況」でインボイス制度に係る影響調査を要望する陳情

就職困難な新卒者への支援を求める陳情

国に対して訪問介護の基本報酬引き上げを求める意見書の提出を求める請願

支援区分５と６の重度障害者が入居できる障害者グループホームの整備を
品川区長に求める陳情

ネズミ駆除対策を要望する陳情

世代間の分断を助長する「長寿祝い金」事業の廃止及び、住民税均等割り
の減税を求める陳情

国に羽田新ルートに関する住民説明会を開催するよう求める請願

羽田新経路の実状について国に住民説明会の開催を求める請願

羽田新ルート飛行航路の即刻中止を求める陳情

羽田新ルート反対に関する陳情

森澤恭子区長が羽田空港機能強化による都心飛行ルートについて、「固定回
避を国に要請」としたことの撤回を求める陳情

羽田新ルート飛行航路の固定化回避の検討状況を区民に説明するよう国交
省に求める陳情

区内老朽マンション修繕における助成の陳情

私はどうしていいかわかりません　品川区長森澤恭子さんに小山三丁目第一
地区・第二地区再開発中止を求める陳情

法的権利・義務ナシ。行政認可ナシ。地権者所有資産評価・補償決定権ナシ。
組合職員ナシ。小山三丁目第一地区・第二地区再開発準備組合の即時解散を
求める陳情

請願・陳情の審査結果

障害者グループホームの公平公正な入居選考を区に求める陳情

戸越公園駅北地区再開発計画の見直しを求める請願 令和７年
請願第７号
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選択的夫婦別姓について議論を尽くすことを国会及び政府に求める意見書

　婚姻後も旧姓の通称使用を希望する人がいることから、令和２年12月に政府が閣議決定した第５次
男女共同参画基本計画では、「婚姻により改姓した人が不便さや不利益を感じることのないよう、引
き続き旧姓の通称使用の拡大やその周知に取り組む」ことが明記されており、各省庁では既に、免許
証、パスポート等について、旧姓併記ができるように改めている。
　しかし、旧姓の通称使用が法律に基づいていないために、民間公益法人の資格や金融機関の口座開
設など通称使用を認めていないケースもある。また、婚姻を希望するものの、いずれか一方の姓にな
ることにより、個人のアイデンティティが喪失されるとの意見もある。
　一方で、選択的夫婦別姓制度を採用した場合、親子や兄弟姉妹の別姓につながり、子どもへの影響
を懸念する声や戸籍制度を通じた手続きの煩雑さを懸念する声も存在している。
　最高裁判所大法廷は、平成27年と令和３年の２度にわたり、夫婦同姓制度は憲法に違反していない
と判断しつつも、夫婦の姓に関する制度の在り方は「国会で論ぜられ、判断されるべき」と判示して
おり、「国民の様々な意見や社会の状況の変化等を十分に踏まえた真摯な議論がされることを期待す
る」との意見も記載され、国会に委ねられた。その後、十分な議論が進んでおらず、選択的夫婦別姓
を求める訴訟が相次いで提起されている。
　よって、品川区民を含む全ての国民が、誰もが自分らしく生きられるよう、国会及び政府に対し、
国民の様々な意見や社会状況の変化等を十分に踏まえた真摯な議論を尽くされるよう、強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和７年２月21日
品川区議会議長　渡辺　ゆういち

【議員提出第１号議案】

議会運営
委員会

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結果

令和７年
陳情第８号

令和６年
陳情第38号
令和６年
陳情第46号

令和７年
陳情第14号

令和７年
請願第１号

不採択

不採択

不採択一人ひとりの子どもが大切にされる品川区を求める請願

品川区小学校における議論型授業の導入を求める陳情

議会改革提案取り下げを要求する陳情

防火水槽に関する陳情

オンラインでの陳情・請願の受付に関する陳情

文教委員会

災害・環境
対策特別
委員会

継続審査

継続審査

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→

択採　　 ：区議会として、ご希望に賛同します。

継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。
（※は3月26日の本会議最終日に付託されました）

趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　

下記のとおり、国会および政府あてに意見書を提出しました
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お金の使いみちが決まりました

一 般 会 計 予 算

2,347億6,300万円

特別会計予算総額

749億9,531万2千円

令和７年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度
当初予算額 伸　率

一 般 会 計 234,763,000 203,656,000 15.3%

国民健康保険事業会計 34,384,515 36,591,886 △6.0%

後期高齢者医療特別会計 11,000,237 10,793,359 1.9%

介 護 保 険 特 別 会 計 28,110,560 28,238,672 △0.5%

災 害 復 旧 特 別 会 計 1,500,000 1,500,000 0.0%

令和７年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 11,806,086 221,366,007

国民健康保険事業会計 260,628 36,852,514

後期高齢者医療特別会計 △87,261 10,706,098

介 護 保 険 特 別 会 計 555,220 28,793,892

令和６年度補正予算 （単位：千円）

令和７年度予算審査のあらましをお知らせします

■ 委員長：石田　秀男　■ 副委員長：ゆきた　政春、山本　やすゆき
■ 理事：鈴木　ひろ子、筒井　ようすけ、松本　ときひろ　■ 委員：議長を除く全議員
＊令和７年度予算に対する各会派の意見表明は10～11ページに、総括質疑は23ページに掲載しています。

　２月21日の本会議において、予算特別委員会を設置し、令和
７年度予算および令和６年度補正予算の審査を付託しました。
慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業を
ご紹介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

特別区税特別区税
59,319,83559,319,835

(25.3%)(25.3%)

特別区交付金特別区交付金
48,000,00048,000,000

(20.4%)(20.4%)国庫支出金
42,285,19942,285,199

(18.0%)(18.0%)

国庫支出金
42,285,19942,285,19942,285,199

(18.0%)(18.0%)(18.0%)

都支出金都支出金
26,033,242

(11.1%)

繰入金
18,423,620

(7.8%)

地方消費税交付金
12,500,000

(5.3%)

諸収入
7,360,405

(3.1%)

特別区債
6,450,000

(2.7%)

使用料及び手数料
4,694,430

(2.0%)
繰越金

4,000,000
(1.7%) その他

( 分担金及び負担金など）
5,696,269

(2.4%)

一般会計 ( 千円 )

歳 入

一般会計 ( 千円 )

歳 出
民生費

114,315,076114,315,076
(48.7%)(48.7%)

土木費土木費土木費
32,550,03432,550,034

(13.9%)(13.9%)
総務費総務費総務費

36,060,31736,060,317
(15.4%)(15.4%)

教育費教育費教育費
28,671,91628,671,916

(12.2%)(12.2%)

(7.2%)

衛生費
16,917,459

産業経済費
3,750,334

(1.6%)

公債費
1,369,807

(0.6%) 議会費
828,057

(0.4%) 予備費
300,000

(0.1%)

障害児者の介護タクシー
利用料等を実質無償化します！

　介護タクシーの乗車には運賃とは別に予約料
等の支払いが発生し、移動に車いす等を使用す
る方の経済的負担が大きくなっていました。そ
うした方が介護タクシーを利用する際に発生す
る予約料・迎車料・基本介助料を実質無償とす
る利用補助券を月あたり４枚交付することで、
外出にかかる経済的負担を軽減し、社会参加の
促進を図ります。

73(ナナサン)歯科健診を
実施します！

　75歳以前においてもフレイル予防の必要性が
あるため、73歳の国民健康保険加入者を対象に
歯科健診(口腔内診査およびフレイル評価)を実
施します。実施回数は
年１回で、受診者の自
己負担はありません。
※フレイルとは…年齢

とともに心身の活力
が低下し、要介護状
態となるリスクが高
くなった状態のこと

 

　現金を持たない人がいる背景から、従来の紙
の商品券に加え、新たにデジタル商品券を発行
します。またデジタル商品券の利用店舗を募集
することで、商店街のデジタル化を促進し、
キャッシュレス決済に慣れている若者など新た
な顧客層の獲得を図ります。

新たにデジタル商品券を
　　　　　　　発行します！

中学校の標準服(制服)購入費・
修学旅行費を無償化します！

制服購入費　　　　　　修学旅行費

　区立中学校標準服（制服）を公費で一括購入
し、入学前に受渡すことで所得制限のない無償
化を実現します。また区立学校９年生(中学３年
生)で実施する修学旅行に係る費用を補助するこ
とで、所得制限のない無
償化を実現します。
　これらの取組により、
保護者の負担軽減を図
り、子育てしやすい環境
を整備します。

　これまで区民の皆様が区に意見を届ける手段
は来訪・電話・メールが中心でしたが、従来の
方法では声を上げにくいと感じている方々もい
ました。そこで、時間・場所を選ばずに手軽に
利用できるデジタルプ
ラットフォームを活用
し、区で設定したテー
マについて、ウェブ上
で意見を募集します。
得られた幅広い意見や
アイデアを基に議論等
を踏まえ、政策立案へつなげます。

デジタルプラットフォームを
　　　　　　　　　導入します！

 

避難所の生活環境を
　　　　　改善します！
　スフィア基準を踏まえて国の避難生活支援に
関する指針やガイドラインが改定されました。
これを考慮し、水循環型シャワーや間仕切り付
き段ボールベッドを導入するとともに、ドライ
シャンプーや温風サーキュレーターなど多様な
避難者に必要な物資の確保を行います。
※スフィア基準とは……災害や紛争の被害者に

対する人道支援活動
のために策定された
「人道憲章と人道対
応に関する国際的な
最低基準」の総称

※こちらは令和７年度の新事業になります。詳細が決まりましたら区ホームページや広報しながわで紹介いたします。

23区初 都内初

23区初
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品川区議会自民党・無所属の会日本共産党品川区議団

品川区議会公明党品川改革連合

しながわ未来（無所属・立憲・ネット）品川区議会日本維新の会

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 未　来 共　産 品　改 維　新

一般会計 可決
可決
可決
可決
可決
否決
否決

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成
反対
反対

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成
反対
反対

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成
反対
反対

賛成
賛成
反対
反対
賛成
賛成
賛成

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成
反対
反対

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成
反対
反対

国民健康保険事業会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
災害復旧特別会計
【修正案】一般会計
【修正案】国民健康保険事業会計

令和７年度予算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
令
和
７
年
度
予
算
案
で
は
新
庁
舎
建
設
等

の
特
殊
要
因
を
除
く
と
5.7
％
ア
ッ
プ
の
伸

び
率
と
し
て
過
去
最
大
の
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
人
を
基
軸
と
し
て
予
算
編
成
を
磨
き
上

げ
捻
出
し
た
20
億
円
余
の
財
源
を
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
予
算
と
し
て
大
胆
か
つ
重
点
的

に
予
算
を
振
り
分
け
て
お
り
評
価
致
し
ま
す
。

会
派
と
し
て
は
、
来
年
度
予
算
編
成
の
過
程

に
お
い
て
、
区
長
へ
の
予
算
要
望
を
は
じ
め
、

部
課
長
へ
は
、
各
項
目
に
対
す
る
勉
強
会
や

意
見
書
の
提
出
な
ど
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

民
間
喫
煙
所
の
助
成
拡
大
・
子
ど
も
の
食
の

支
援
・
第
１
子
保
育
料
の
無
償
化
・
私
立
幼

稚
園
保
護
者
補
助
金
の
拡
充
・
介
護
職
員
等

住
ま
い
の
支
援
・
73
歯
科
健
診
の
実
施
・

障
害
児
の
通
学
支
援
・
中
学
生
標
準
服
の
無

償
化
な
ど
、
会
派
か
ら
の
要
望
が
多
数
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
当
予
算
委
員
会
で

の
理
事
者
答
弁
に
お
い
て
予
算
の
積
算
や
内

訳
説
明
で
未
定
や
今
後
の
検
討
と
の
発
言
が

目
立
ち
審
議
に
疑
念
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
、
ま
た
プ
レ
ス
発
表
前
の
情
報
漏

洩
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
た
議
会
側
と
し
て

は
複
雑
な
心
境
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
執
行
側

と
議
会
側
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
議
会
と
行
政
の
信
頼
維
持
の

た
め
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
、
行
政

サ
イ
ド
の
認
識
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
、
今
後
の
答
弁
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
対

応
の
改
善
を
要
望
し
、
意
見
表
明
と
し
ま
す
。

　
公
明
党
の
理
念
で
あ
る
「
生
命
・
生
活
・

生
存
を
最
大
に
尊
重
す
る
人
間
主
義
」
の
具

体
化
、
「
貯
蓄
ゼ
ロ
で
も
不
安
ゼ
ロ
」
の
社

会
を
目
指
す
考
え
方
に
対
し
、
区
長
は
「
弱

者
を
救
う
の
で
は
な
く
弱
者
を
生
ま
な
い
社

会
」
「
人
間
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
生
活
の
基
礎
と
な
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
所
得
制
限
な
く
全
て
の
人
に
提
供

す
る
」
社
会
を
築
い
て
い
く
、
と
応
え
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
論
も
踏
ま
え
編
成
し
提

出
さ
れ
た
予
算
案
に
は
、
会
派
が
取
り
組
ん

で
き
た
所
得
制
限
の
な
い
中
学
校
標
準
服
・

修
学
旅
行
費
、
第
一
子
保
育
料
、
私
立
幼
稚

園
保
護
者
補
助
金
、
給
付
型
大
学
奨
学
金
、

終
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
無
償
化
等
が
計
上
さ

れ
た
他
、
朝
の
児
童
の
居
場
所
確
保
・
朝
食

支
援
、
子
ど
も
・
若
者
の
区
政
参
加
、
高
齢

者
等
住
ま
い
支
援
、
障
が
い
者
生
活
介
護
延

長
、
５
歳
児
健
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、

路
上
喫
煙
対
策
、
妊
産
婦
・
高
齢
者
歯
科
健

診
、
避
難
所
機
能
強
化
、
公
共
交
通
、
被
爆

ピ
ア
ノ
演
奏
等
の
事
業
予
算
が
組
ま
れ
た
。

　

予
算
審
査
で
は
、
火
災
対
応
、
道
路
下
空

洞
対
策
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
、
高
齢
者
等
見

守
り
・
居
住
支
援
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
防

犯
器
材
、
舟
運
広
域
展
開
、
学
校
給
食
・
標

準
服
と
地
域
取
扱
い
店
、
学
校
改
築
等
に
つ

い
て
指
摘
・
提
案
し
た
。
予
算
執
行
及
び
今

後
の
施
策
展
開
に
向
け
真
摯
に
受
け
止
め
、

区
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
Ｒ
７
度
予
算
は
当
会
派
の
政
策
要
望
を
取

り
入
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
等
の
区
内
経
済
の
活
性
化
推
進
、
産
後
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
予
約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
孤
独

孤
立
対
策
の
推
進
、
認
知
症
検
診
の
対
象
年

齢
の
年
齢
拡
大
等
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
・

障
害
者
の
区
民
生
活
支
援
強
化
、
中
学
校
標

準
服
無
償
化
等
の
学
校
教
育
強
化
、
女
性
や

若
者
な
ど
の
多
様
な
視
点
で
の
災
害
対
策
の

強
化
等
防
災
対
策
強
化
、
公
契
約
条
例
制
定

等
、
特
徴
的
な
施
策
を
盛
り
込
み
、
変
化
の

激
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
柔
軟
に
対

応
し
た
積
極
予
算
と
し
た
こ
と
を
評
価
い
た

し
ま
す
。
今
後
も
区
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技
術
の
活
用

や
、
利
便
性
・
効
率
性
向
上
に
つ
な
が
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
さ
ら
な
る
推
進
、
産
前
産
後
子

育
て
支
援
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充
実
、
障

害
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
地
域
経

済
活
性
化
施
策
の
推
進
、
防
災
対
策
の
強
化
、

環
境
対
策
の
推
進
、
庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田

新
ル
ー
ト
問
題
、
多
様
性
の
推
進
、
職
員
人

材
育
成
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
な
ど
、
各
課
題
へ
の

積
極
的
な
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

当
会
派
所
属
議
員
が
質
問
の
中
で
指
摘
・
提

案
し
た
各
項
目
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
予
算

執
行
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
様
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
自
己
責
任
の
社
会
」
や
こ
れ
ま
で
の
福

祉
削
減
の
歴
代
区
政
を
転
換
し
、
権
利
と
し

て
の
社
会
保
障
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
点
を

評
価
し
、
一
般
会
計
に
賛
成
。

　
教
育
無
償
化
で
は
憲
法
26
条
を
引
き
、

制
服
代
・
修
学
旅
行
費
の
無
償
化
、
大
学
生

の
給
付
型
奨
学
金
。
高
齢
者
・
障
害
者
施
策

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
検
討
、

補
聴
器
購
入
費
助
成
額
の
２
倍
化
、
入
院
中

紙
お
む
つ
代
の
所
得
制
限
撤
廃
と
増
額
な
ど
、

住
民
運
動
と
共
産
党
の
議
会
論
戦
で
求
め
て

き
た
も
の
が
多
数
実
現
。
子
育
て
支
援
で
も

「
子
育
て
の
社
会
化
が
必
要
」
と
、
第
一
子

の
保
育
料
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
基
本
利
用

料
無
償
化
等
が
実
現
。
ま
た
、
障
害
を
親
の

責
任
と
せ
ず
障
害
児
通
所
施
設
等
の
利
用
料

無
償
化
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
を
評
価
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
新
年
度
に
推
進
計
画
が
策

定
さ
れ
る
が
、
更
な
る
前
進
を
期
待
す
る
。

　

区
長
が
述
べ
る
「
構
造
的
課
題
」
「
自
己

責
任
社
会
」
と
は
、
大
企
業
の
利
益
を
優
先

し
福
祉
を
削
減
し
て
き
た
自
公
政
治
が
つ
く

っ
た
も
の
。
共
産
党
は
、
自
民
党
政
治
に
か

わ
る
新
し
い
政
治
を
求
め
る
世
論
の
中
で
品

川
で
始
ま
っ
た
前
向
き
な
流
れ
を
進
め
る
た

め
、
力
を
尽
く
す
。
一
方
、
再
開
発
・
道
路

や
羽
田
新
ル
ー
ト
、
リ
ニ
ア
、
公
務
労
働
者

の
処
遇
、
非
核
平
和
な
ど
、
転
換
や
修
正
が

求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
厳

し
く
批
判
し
、
た
だ
し
て
い
く
。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
予
算
に

賛
成
し
、
共
産
党
の
予
算
修
正
案
に
反
対
し

ま
す
。
商
売
に
活
気
が
戻
っ
た
も
の
の
、
国

民
大
半
の
収
入
が
増
え
な
い
中
で
、
税
金
や

社
会
保
険
の
負
担
増
、
戦
争
や
異
常
な
円
安

で
光
熱
費
や
物
価
の
高
騰
が
続
き
、
多
く
の

国
民
の
家
計
と
企
業
経
営
は
悪
化
が
続
い
て

い
ま
す
。
買
い
控
え
や
節
約
で
消
費
が
減
少
、

中
小
企
業
は
値
上
げ
出
来
ず
人
手
不
足
と
資

金
難
で
廃
業
や
倒
産
が
増
え
て
い
る
の
で
、

区
は
公
平
な
支
援
を
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た

介
護
・
保
育
・
幼
稚
園
関
係
者
の
賃
上
げ
と

労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共
に
、
家
族
が
、

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
、
予
約
な

し
で
何
時
で
も
預
け
ら
れ
る
施
設
の
開
設
を

し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
の
変
更
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
改
善

を
国
に
働
き
続
け
て
頂
き
た
い
。
高
額
所
得

者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担
増
を
お
願
い
し

行
き
詰
ま
る
福
祉
を
支
え
て
頂
き
た
い
。
さ

ら
に
都
が
採
用
す
る
若
手
教
員
や
職
員
を
区

が
独
自
に
採
用
し
、
離
職
ゼ
ロ
を
目
指
す
た

め
に
災
害
待
機
寮
を
増
や
す
べ
き
で
す
。
ま

た
費
用
が
倍
近
く
に
な
っ
た
新
庁
舎
建
設
は

バ
ブ
ル
が
治
ま
る
ま
で
延
長
す
る
と
共
に
、

深
刻
化
す
る
不
登
校
・
い
じ
め
・
教
育
格
差

を
改
善
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
で
生
き

抜
い
て
行
け
る
教
育
を
す
る
べ
き
で
す
。

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
、
今
回
の

予
算
案
を
先
進
的
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価

し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
質
疑
の
中
で
い

く
つ
か
の
指
摘
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
将
来
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
必
要
性
で
す
。
行
政
運
営
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
、
現
役
世
代
の
み
な
ら
ず
、
投
票
権

の
な
い
、
或
い
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
将

来
世
代
の
事
も
熟
慮
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
施
策
の
目
的
に
遡
っ
て
議
論

す
る
事
が
重
要
で
す
。
事
業
単
体
で
は
価
値

が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
根
源
的
な
目

的
・
課
題
を
見
つ
め
直
す
と
事
業
に
対
す
る

見
方
が
変
わ
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

総
括
質
疑
で
は
、
先
進
的
な
事
業
の
中
に

は
既
存
制
度
と
思
わ
ぬ
形
で
対
立
す
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
事
例
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
利
用
者
の
声
か
ら
顕
在
化
し
た

懸
念
を
前
向
き
に
政
策
形
成
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
他
審
議
に
お
い
て
は
、
病
児
保
育
の

拡
充
、
入
学
手
続
き
・
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル

登
録
手
続
き
の
電
子
化
、
児
童
の
長
期
休
業

期
間
中
の
朝
の
居
場
所
確
保
、
区
民
保
養
所

の
見
直
し
、
自
転
車
の
交
通
事
故
予
防
、
標

準
服
の
区
内
共
通
化
等
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
予
算
の
執
行
や
今
後
の
施
策
に
反

映
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
、
品
川
区
議
会
日

本
維
新
の
会
の
意
見
表
明
と
致
し
ま
す
。　

No.311　発行　令和 7年（2025年）4月24日

1011



代 表 質 問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
現
役
世
代
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
見
解
を
。

第
１
子
保
育
料
の
無
償
化
や
中
学
校
標

準
服
の
無
償
化
な
ど
、
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
取
組
を
加
速
し
て
い
く
。

品
川
区
役
所
で
働
く
職
員
の
誰
も
が
生

き
生
き
と
働
け
る
職
場
を
、
ど
の
よ
う

に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
か
見
解
を
。

具
体
的
な
活
動
や
成
果
目
標
を
盛
り
込

ん
だ
戦
略
を
定
め
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
と
人
材
育
成
を
一
体
で
進
め
る
。

職
員
の
増
員
や
配
置
な
ど
、
人
材
に
対

す
る
見
解
を
。

森
澤
区
長
の
就
任
以
来
積
極
的
に
増
員

を
し
て
い
る
。
今
後
も
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
業
務
改
善
や
適
材
適
所
の
人
員
配
置

と
合
わ
せ
、
組
織
の
活
性
化
と
区
政
の

着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

事
務
事
業
評
価
の
成
果
が
区
民
の
皆
さ

ん
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、

更
な
る
工
夫
を
。

区
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
な
視
点
で
あ
り
、
区
民
に
分

か
り
や
す
く
お
示
し
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
く
。

今
年
度
予
算
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
高

騰
分
な
ど
を
プ
ラ
ス
に
考
え
た
予
算
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

資
材
高
騰
等
の
上
昇
に
対
応
で
き
る
よ

う
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

八
潮
市
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
老
朽
化
し
て
い
る
設
備
の
補
修
や

更
新
な
ど
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
る

の
か
。
地
盤
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
ど
う
条
件
を
考
え
て
調
査
し
て

い
る
の
か
。
陥
没
し
た
際
の
緊
急
連
絡

体
制
は
ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
。

区
が
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
空
洞
調
査
お
よ
び
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
路
面
点
検
の
結
果
を
再
確
認
し
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
。
優
先
順
位
に
つ

い
て
、
舗
装
修
繕
計
画
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
実
施
。

地
盤
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路
等
で
新

た
に
道
路
整
備
を
行
う
際
、
地
盤
調
査

用
地
の
確
保
に
努
め
る
。

に
基
づ
く
道
路
構
造
で
整
備
を
行
っ
て

い
る
。
万
一
、
道
路
陥
没
が
発
生
し
た

場
合
の
緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て
夜
間

休
日
を
含
め
道
路
課
職
員
お
よ
び
区
内

の
事
業
者
に
連
絡
が
入
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。

学
校
改
築
計
画
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

見
直
し
期
間
と
捉
え
れ
ば
、
三
木
小
学

校
の
よ
う
に
学
校
改
築
が
難
し
い
学
校

等
に
議
論
す
る
時
間
を
充
て
る
べ
き
。

今
後
も
建
物
の
老
朽
度
、
就
学
人
口
の

動
向
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
が
民
間
の
ジ
ム
に
通
う
こ
と
に

補
助
金
を
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
民
間
が
ジ
ム

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
高
齢
者

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
く
展
開
し
て
お

り
、
今
後
も
充
実
さ
せ
る
。
健
康
ポ
イ

ン
ト
ア
プ
リ
は
、
多
く
の
方
に
ご
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
合
築
や

保
育
園
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
土
地
を

つ
く
り
出
す
こ
と
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

今
年
度
よ
り
土
地
所
有
者
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
制
度
の
周
知
を
図
り

区
有
地
、
都
有
地
の
活
用
等
も
含
め
、

今
回
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
等
の
大
き
な

備
蓄
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
。
劣
化
が

進
む
備
蓄
品
を
今
後
ど
う
す
る
。

発
災
直
後
の
避
難
所
の
開
設
の
段
階
か

ら
共
助
に
よ
り
生
活
環
境
の
整
備
が
行

え
る
体
制
を
充
実
し
て
い
く
。
劣
化
な

ど
の
状
態
に
応
じ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を

組
立
て
訓
練
用
に
使
用
す
る
。

無
償
化
が
進
む
中
並
行
し
て
物
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
べ

き
。
制
服
や
文
房
具
を
配
布
す
る
と
同

時
に
、
３
Ｒ
の
活
動
も
地
域
や
企
業
と

連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

引
き
続
き
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。
福

祉
部
と
連
携
し
、
新
た
に
開
設
す
る
障

害
者
就
労
支
援
施
設
の
事
業
と
し
て
、

標
準
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。

奨
学
金
に
充
て
る
寄
附
金
は
ど
の
よ
う

に
し
て
集
ま
っ
た
の
か
。
対
象
者
選
定

で
面
接
等
を
考
え
て
お
り
、
地
域
貢
献

等
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
聞
く
が
、
消

防
団
入
団
も
選
定
候
補
に
い
れ
る
べ
き
。

区
民
か
ら
遺
贈
と
い
う
形
で
約
25
億
円

の
多
額
な
寄
附
を
頂
い
た
。
地
域
の
安

全
に
大
き
く
寄
与
す
る
消
防
団
活
動
も

含
め
検
討
を
進
め
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

今
年
度
予
算
に
お
け
る
物
価
高
騰
の
対

応
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

ま
つ
ざ
わ
　
和
昌
　
議
員

（
自
　
民
）

会派名は次の略語で記載しています。
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代表質問一般質問

２
月
19
日（
水
）

ま
つ
ざ
わ
　
和
昌
　
議
員
（
自
　
民
）

若
　
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

大
倉
　
た
か
ひ
ろ
　
議
員
（
未
　
来
）

２
月
20
日（
木
）

鈴
　
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員
（
共
　
産
）

須
　
貝
　
行
　
宏
　
議
員
（
品
　
改
）

２
月
20
日（
木
）

ひ
が
し
　
ゆ
　
き
　
議
員
（
未
　
来
）

お
ぎ
の
　
あ
や
か
　
議
員
（
無
所
属
）

澤
　
田
　
え
み
こ
　
議
員
（
自
　
民
）

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議
員
（
公
　
明
）

２
月
21
日（
金
）

木
　
村
　
健
　
悟
　
議
員
（
未
　
来
）

西
　
村
　
直
　
子
　
議
員
（
自
　
民
）

安
　
藤
　
た
い
作
　
議
員
（
共
　
産
）

や
な
ぎ
さ
わ
　
聡
　
議
員
（
無
所
属
）

区政をきく
（代表質問・一般質問）

代表質問とは、会派を代表した議員が、区長の施政方針などに対して
行う質問です。品川区議会では、通常、第１回定例会で行われます。
また、一般質問とは議員が、区の行政全般にわたり、区長をはじめと

する執行機関に対して行う質問です。各定例会で行われます。

令和７年第１回定例会では、区政全般について、
５名の議員が代表質問を、８名の議員が一般質問を行いました。

以下、概要をお知らせします。
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代 表 質 問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

今
後
の
東
京
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨
へ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、

お
よ
び
今
後
の
行
政
施
策
へ
の
利
用
等

の
展
開
に
つ
い
て
見
解
は
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
へ
の
展
開
に
つ
い

て
は
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
運
用
状
況
や

東
京
ポ
イ
ン
ト
の
動
向
等
を
注
視
し
つ

つ
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
等

も
含
め
引
き
続
き
研
究
を
進
め
る
。

新
中
学
１
年
生
か
ら
旅
行
費
用
の
積
立

て
が
な
く
な
る
と
聞
い
た
が
、
令
和
７

年
度
だ
け
で
な
く
、
今
後
継
続
し
て
続

け
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
。
学
校

現
場
の
声
を
聞
き
、
物
価
高
騰
に
応
じ

て
予
算
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

修
学
旅
行
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
令
和

８
年
度
以
降
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
費

用
等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
標
準
服
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
、

５
年
生
か
ら
制
服
を
変
え
る
学
校
が
あ

り
、
学
校
関
係
者
や
保
護
者
か
ら
は
、

５
年
生
か
ら
の
支
給
を
要
望
す
る
声
が

あ
る
。
よ
り
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め

に
、
柔
軟
な
配
付
方
法
を
要
望
す
る
。

区
の
見
解
は
。

中
学
校
の
標
準
服
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

現
在
、
義
務
教
育
学
校
の
対
象
学
年
を

含
め
、
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

朝
の
児
童
の
居
場
所
確
保
・
朝
食
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。
利
用
は
事
前
予
約
と

す
る
の
か
。
担
い
手
や
方
法
に
つ
い
て

は
。
朝
食
の
調
達
、
管
理
な
ど
実
施
方

法
は
。
予
約
制
で
食
材
が
残
ら
な
い
よ

う
に
な
る
の
か
。
家
で
朝
食
を
食
べ
て

来
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
も
、

早
く
か
ら
学
校
に
来
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。
朝
早
く

家
を
出
た
子
ど
も
が
無
事
に
学
校
に
着

い
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
子
ど
も

の
安
全
に
つ
い
て
も
不
安
の
声
が
あ
る

が
、
区
の
見
解
は
。
年
度
内
に
全
校
展

開
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
３
校

で
の
試
行
か
ら
全
校
展
開
ま
で
の
検
証

増
額
に
よ
り
処
遇
の
改
善
を
図
る
こ
と

と
す
る
。
学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
仕
事
の
一
部
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
う
な
ど
、
組
織

的
な
運
営
の
周
知
徹
底
を
行
っ
て
い
る
。

か
ら
実
施
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

当
事
業
は
、
児
童
の
安
心
・
安
全
を
目

的
に
実
施
す
る
た
め
、
利
用
状
況
の
適

切
な
管
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
事
前

登
録
制
を
導
入
す
る
予
定
。
運
営
は
委

託
を
予
定
し
、
自
学
学
習
等
の
見
守
り

を
行
う
。
朝
食
提
供
に
つ
い
て
は
事
前

に
需
要
調
査
を
行
い
、
当
日
に
調
達
し

た
食
品
を
過
不
足
な
く
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
る
。
家
庭
で
朝
食
を
取
る
こ
と

が
可
能
な
児
童
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

試
行
期
間
中
に
検
証
す
る
。
登
校
時
の

安
全
確
保
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会

と
緊
密
に
連
携
し
、
万
全
を
期
し
て
い

く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
朝
の
居
場
所

に
つ
い
て
は
、
１
学
期
の
早
い
時
期
か

ら
区
立
小
学
校
３
校
で
モ
デ
ル
事
業
を

開
始
。
課
題
分
析
と
検
証
後
、
秋
頃
を

目
途
に
全
校
展
開
を
目
指
し
て
い
く
。

朝
食
提
供
は
、
モ
デ
ル
実
施
３
校
で
開

始
し
、
段
階
的
に
拡
大
し
て
い
く
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
柔
軟
な
働

き
方
、
処
遇
の
改
善
、
属
人
的
に
な
ら

な
い
取
組
等
に
つ
い
て
質
問
を
通
じ
求

め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
、
来
年
度
に
向
け

て
の
検
討
状
況
は
。

来
年
度
に
向
け
て
、
学
校
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
勤
務
日
数
や
時
間
の
選

択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
、
柔
軟
な
働
き

方
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
時
給
の

知
的
障
害
児
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
、
障
害
の
あ
る
方
も
障
害
の
な

い
方
も
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
や
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
と
併

せ
て
交
流
を
行
う
こ
と
で
普
及
啓
発
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
知
的
障
害
者
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
、
運
動
、
体
を
動
か
す
機
会
や
交
流

の
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
区
の
所
見
は
。

区
は
こ
れ
ま
で
、
知
的
障
害
の
方
が
定

期
的
に
運
動
で
き
る
幅
広
い
運
動
機
会

の
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、

知
的
障
害
の
方
も
含
め
て
、
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
。

今
後
も
継
続
し
て
知
的
障
害
の
方
は
も

と
よ
り
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
を

創
出
し
全
て
の
人
が
つ
な
が
り
支
え
合

う
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
安
心
安
全
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
施
策
に
つ
い
て

子
ど
も
と
子
育
て
を
支
え
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

誰
も
が
生
き
や
す
い
品
川
区
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

大
倉
　
た
か
ひ
ろ
　
議
員

（
未
　
来
）

代 表 質 問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

施
政
方
針
の
「
他
者
と
区
別
さ
れ
ず
に

サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
社
会
」
は
、
財
政

の
優
先
順
位
を
含
め
、
分
断
を
和
ら
げ

連
帯
を
生
む
仕
組
み
づ
く
り
だ
と
共
感

す
る
。
そ
の
考
え
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
添
え
、
分
か
ち
合
い
や
連
帯
の
輪
を

広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
が
区
の
所
見
は
。

施
政
方
針
の
考
え
方
と
議
員
が
掲
げ
る

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
考
え

方
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
認
識
す
る
。

全
て
の
区
民
が
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

き
め
細
か
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

保
護
者
の
仕
事
等
の
状
況
に
よ
り
、
登

校
時
間
前
に
学
校
前
で
待
機
し
た
り
、

朝
食
を
取
ら
な
か
っ
た
り
す
る
児
童
が

修
学
旅
行
等
の
校
外
体
験
活
動
費
や
中

学
生
標
準
服
の
無
償
化
を
求
め
、
昨
年

質
疑
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
取
組
は
。

令
和
７
年
度
よ
り
修
学
旅
行
と
中
学
校

標
準
服
の
無
償
化
を
実
施
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
た
。

終
活
支
援
に
つ
い
て
、
品
川
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
が
あ
る
が
、
登
録
料

等
の
負
担
が
課
題
だ
。
今
後
の
取
組
は
。

品
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
あ
ん
し

ん
の
３
点
セ
ッ
ト
」
の
初
回
契
約
手
続

支
援
料
等
を
無
償
化
す
る
な
ど
、
区
と

し
て
の
施
策
を
拡
充
し
て
い
く
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
認
知
度
向
上
が
課

題
だ
。
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
区
の
挨

拶
に
手
話
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

い
る
。
そ
の
た
め
、
朝
の
児
童
の
居
場

所
の
確
保
と
、
学
校
や
子
ど
も
食
堂
で

の
朝
食
支
援
を
求
め
た
が
、
取
組
は
。

朝
の
居
場
所
確
保
に
つ
い
て
は
１
学
期

の
早
い
時
期
か
ら
区
立
小
学
校
３
校
で

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
、
検
証
等
の
後

秋
頃
を
目
途
に
全
校
展
開
を
目
指
し
て

い
く
。
朝
食
支
援
は
、
お
に
ぎ
り
等
を

無
償
で
配
布
す
る
ほ
か
、
多
く
の
子
ど

も
食
堂
で
、
地
域
と
企
業
、
区
が
連
携

し
、
翌
朝
の
朝
食
を
事
前
に
配
布
す
る
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
準
じ
、
ト
イ
レ
、
食

事
、
ベ
ッ
ド
や
保
健
医
療
と
い
っ
た
避

難
所
の
生
活
環
境
の
整
備
を
。

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｋ
Ｂ
Ｂ
（
ト

イ
レ
・
食
事
・
生
活
空
間
・
生
活
用
水
）

の
視
点
か
ら
取
組
を
進
め
る
。

区
が
行
っ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
購

入
費
用
一
部
補
助
に
つ
い
て
、
対
象
機

器
や
補
助
額
を
拡
大
し
て
は
。

都
が
補
助
事
業
を
開
始
す
る
と
聞
い
て

お
り
、
情
報
を
把
握
し
つ
つ
検
討
す
る
。

昨
年
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を
結
ん
だ

飯
田
市
と
の
関
係
性
構
築
等
の
展
開
は
。

リ
ニ
ア
開
業
を
見
据
え
、
住
民
同
士
の

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、
防
災
、
産
業
な
ど
多
様
な
分
野

で
の
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

な
ど
、
非
核
平
和
に
向
け
た
取
組
は
。

次
世
代
へ
の
非
核
平
和
に
向
け
た
取
組

と
思
い
を
絶
や
さ
ず
継
承
し
て
い
く
た

め
、
ご
提
案
の
被
爆
ピ
ア
ノ
で
の
演
奏

会
を
令
和
７
年
度
に
実
施
予
定
で
あ
る

ほ
か
、
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
区
政
参
加
に
つ
い
て

・
人
権
に
つ
い
て

有
効
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
を

捉
え
挨
拶
に
手
話
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

大
人
も
子
ど
も
も
生
活
等
に
不
安
を
感

じ
た
時
点
で
即
相
談
で
き
る
窓
口
等
の

存
在
を
、
さ
ら
に
広
く
知
ら
せ
て
は
。

令
和
７
年
度
よ
り
支
え
愛
・
ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
員
を
順
次
増
員
し
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
多
世
代
に
向
け
て

展
開
し
て
い
く
た
め
周
知
を
図
る
。

医
師
会
と
の
検
討
等
が
進
め
ら
れ
て
き

た
骨
粗
鬆
症
検
診
に
つ
い
て
、
取
組
は
。

ま
ず
出
張
型
国
保
基
本
健
診
と
同
時
に

骨
粗
鬆
症
検
診
を
試
行
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
医
師
会
と
十
分

に
検
証
・
検
討
し
た
上
で
、
区
内
医
療

機
関
で
の
本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
住
ま
い
支
援
は
、
住
宅
確
保

要
配
慮
者
と
オ
ー
ナ
ー
双
方
の
安
心
確

保
の
施
策
展
開
が
必
要
だ
。
入
居
か
ら

退
去
ま
で
の
支
援
強
化
の
取
組
は
。

居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
認
定
制
度
開
始
や

高
齢
者
の
残
置
物
処
分
費
用
負
担
軽
減

等
の
予
算
を
計
上
し
た
。
ま
た
、
要
配

慮
者
が
入
居
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
住
宅
等
の
家
主
に
対
し
、
損
害
保
険

費
用
を
区
が
負
担
す
る
。

政
策
や
財
政
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

障
が
い
児
者
支
援
に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て

健
康
に
つ
い
て

防
犯
に
つ
い
て

都
市
間
交
流
に
つ
い
て

平
和
に
つ
い
て

居
住
支
援
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

若
　
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員

（
公
　
明
）
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物
価
が
高
騰
し
続
け
る
異
常
事
態
で
あ

る
イ
ン
フ
レ
経
済
の
中
で
、
大
半
の
区

民
の
暮
ら
し
や
経
営
が
悪
化
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切
な
支
援
が
で

き
ず
、
改
善
す
る
な
ど
の
成
果
が
な
い

な
ら
ば
、
区
民
の
代
表
で
あ
る
政
治
家

が
責
任
を
取
り
、
身
を
切
る
の
は
当
然

で
す
。
所
得
が
増
え
な
い
中
小
零
細
企

業
と
非
正
規
の
労
働
者
や
年
金
暮
ら
し

の
高
齢
者
、
介
護
・
保
育
・
看
護
従
事

者
、
個
人
事
業
主
な
ど
に
も
、
こ
の
よ

う
に
苦
し
い
と
き
こ
そ
、
区
と
し
て
可

能
な
限
り
の
支
援
を
す
る
べ
き
で
す
。

区
民
を
支
え
る
立
場
に
い
る
区
長
と
議

員
の
給
与
が
増
え
て
、
区
か
ら
支
え
ら

れ
て
い
る
側
に
い
る
大
半
の
区
民
が
苦

し
い
ま
ま
で
い
る
な
ら
ば
、
区
長
と
議

員
は
給
与
や
議
員
数
を
削
減
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

区
長
や
区
議
会
議
員
の
給
料
や
報
酬
等

に
つ
い
て
は
毎
年
、
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
中
で
物
価
上
昇

率
や
一
般
職
員
の
給
与
改
定
の
状
況
な

ど
様
々
な
要
因
を
踏
ま
え
、
審
議
し
条

例
で
金
額
を
定
め
て
い
る
。
特
別
区
人

事
委
員
会
の
一
般
職
員
の
給
与
勧
告
が

昨
年
度
に
続
き
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
区
長
の
給
与
や
区
議
会
議
員
の
報

酬
に
つ
い
て
も
増
額
改
定
を
行
う
べ
き

と
い
う
答
申
を
い
た
だ
き
改
定
を
行
っ

た
。
区
議
会
議
員
の
報
酬
や
議
員
数
は
、

区
議
会
に
お
い
て
議
論
す
る
べ
き
だ
。

区
長
は
自
治
体
の
ト
ッ
プ
で
す
。
41
万

人
の
財
産
、
生
命
、
生
活
を
守
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
異
常
な

円
安
を
放
置
し
て
物
価
高
騰
が
続
け
ば

イ
ン
フ
レ
経
済
に
な
り
、
全
区
民
の
資

産
価
値
は
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た

企
業
が
賃
上
げ
を
す
る
と
、
企
業
は
こ

の
賃
上
げ
コ
ス
ト
分
を
販
売
価
格
に
転

嫁
・
上
乗
せ
す
る
た
め
、
物
価
が
ま
た

の
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
、
し
っ
か
り

と
介
護
・
子
育
て
・
虐
待
・
不
登
校
・

い
じ
め
・
学
級
崩
壊
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
・
貧
困
・
学
力
格
差
・
子
ど
も
食
堂

な
ど
、
困
っ
て
い
る
区
民
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
点
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
を
優
先
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社

会
の
実
現
は
、
決
し
て
夢
や
理
想
で
は

な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方

は
、
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
と
い
っ
た

あ
ら
ゆ
る
区
の
施
策
に
通
じ
、
根
幹
を

な
す
も
の
だ
。
全
て
の
区
民
が
等
し
く

尊
重
さ
れ
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
社
会

を
目
指
す
こ
と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
そ

の
も
の
で
あ
り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
観
点
と
も
合
致
す
る
。

令
和
７
年
度
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
予

算
で
は
、
介
護
や
子
育
て
、
不
登
校
や

貧
困
な
ど
の
不
安
を
解
消
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、「
人
」

を
基
軸
と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
で
は
、

各
施
策
を
展
開
す
る
上
で
の
目
標
を
掲

げ
、
具
体
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
事

業
の
成
果
を
計
測
し
て
い
く
。

上
昇
し
ま
す
。
大
半
の
区
民
の
暮
ら
し

と
経
営
は
も
っ
と
苦
し
く
な
り
ま
す
の

で
、
低
金
利
を
や
め
て
バ
ブ
ル
経
済
を

収
束
さ
せ
、
区
民
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
異
常
な
円
安
と
、
賃
上
げ
に
よ

る
物
価
高
騰
と
、
イ
ン
フ
レ
を
や
め
る

よ
う
に
日
銀
に
提
言
す
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

日
銀
は
、
国
の
中
央
銀
行
と
し
て
の
自

主
性
・
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

中
立
的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
金
融
政

策
を
判
断
し
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
地
方
自
治
体
が
提
言
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
。
引
き
続
き
地
域
経
済
の
活
性

化
と
区
民
生
活
の
安
定
に
向
け
た
施
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

多
く
の
区
民
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
て
い
る

よ
う
に
、
現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
で
あ

り
、
暮
ら
し
や
経
営
が
厳
し
く
、
貧
困

の
た
め
医
者
に
も
か
か
れ
ず
、
精
神

的
・
経
済
的
・
身
体
的
に
満
た
さ
れ
な

い
区
民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
先
ほ
ど

述
べ
た
よ
う
に
、
区
内
に
は
様
々
な
重

要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う

に
で
き
な
い
夢
や
理
想
を
追
い
か
け
る

物
価
高
騰
、
賃
上
げ
、
人
手
不
足
に
よ

り
厳
し
い
暮
ら
し
と
経
営
。
な
ら
ば
区

長
や
議
員
は
給
与
や
議
員
数
を
削
減
せ

よ

異
常
な
円
安
と
賃
上
げ
に
よ
る
物
価
高

騰
と
イ
ン
フ
レ
を
止
め
る
よ
う
に
日
銀

に
提
言
せ
よ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
に
介
護
・
子
育
て
・
虐

待
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
貧
困
・
学
力
格
差
な
ど
へ
の
取

組
み
を

須
　
貝
　
行
　
宏
　
議
員

（
品
　
改
）
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今
回
の
施
政
方
針
の
下
、
妊
娠
・
出
産

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
施
策
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
期
待
を
込
め
て
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

課
題
等
は
区
の
取
組
を
い
か
に
他
自
治

体
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
に
広
げ
て
い

く
か
。
全
て
の
人
の
幸
せ
へ
と
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
、
取
組
を
発
信
し
て
い
く
。

品
川
区
の
中
小
零
細
・
個
人
事
業
主
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
営
業
を
守
る
た
め
、

イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
国
に
求
め
よ
。
ま

た
、
区
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
影
響
調

査
を
す
べ
き
だ
が
い
か
が
か
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
国
税
制
度
に
関

わ
る
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
政
に

お
い
て
議
論
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
国
や
社
会
経
済
情
勢
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
ま
た
今
後
、

中
小
企
業
庁
が
事
業
者
向
け
の
調
査
を

実
施
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
区

と
し
て
そ
の
調
査
結
果
や
国
の
動
向
等

を
把
握
し
て
い
く
。

区
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
業
務

改
善
設
備
更
新
助
成
金
を
継
続
す
る
よ

う
求
め
る
。

今
後
の
政
府
の
取
組
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き

続
き
必
要
な
事
業
者
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。

戸
越
銀
座
等
で
、
な
ぜ
住
民
の
緊
張
を

高
め
る
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た

国
民
保
護
共
同
訓
練
を
実
施
し
た
の
か
。

実
施
主
体
で
あ
る
都
か
ら
の
依
頼
を
受

け
参
加
・
協
力
し
た
も
の
で
あ
り
、
地

震
、
風
水
害
な
ど
へ
の
対
応
と
同
様
に
、

現
在
の
正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職

員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
、
女
性
の
占
め

る
割
合
、
65
歳
未
満
、
勤
続
年
数
５
年

以
上
の
割
合
は
。

２
月
１
日
現
在
、
正
規
職
員
は
２
千

912

名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
1
千

608
名

で
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、

女
性
の
占
め
る
割
合
は
約
80
％
、
65

歳
未
満
は
約
65
％
、
勤
続
年
数
が
５
年

に
達
す
る
者
は
約
33
％
。

雇
用
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
も
、
１

年
ご
と
の
公
募
を
や
め
、
継
続
雇
用
と

す
る
よ
う
求
め
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
手
法
等
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え

つ
つ
、
整
理
・
検
討
し
て
い
く
。

昨
年
目
黒
川
に
数
か
月
間
発
生
し
た
気

泡
が
酸
素
濃
度
４
％
だ
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。
区
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
Ｊ

Ｒ
東
海
に
実
施
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、
皆
様
の
声
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
も
泡
の
状
況
等
を

引
き
続
き
注
視
す
る
ほ
か
、
調
査
の
追

加
も
検
討
し
、
ご
説
明
の
場
を
設
け
る

等
、
皆
様
に
ご
安
心
を
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

区
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
に
必

要
な
訓
練
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

品
川
区
独
自
の
月
１
万
円
の
居
住
支
援

手
当
は
大
き
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か

し
、
申
請
事
業
所
が
伸
び
ず
、
多
く
の

介
護
事
業
所
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
改

善
が
必
要
だ
。
申
請
し
な
い
理
由
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

社
内
の
全
国
の
事
業
所
で
規
定
を
統
一

し
て
い
る
た
め
、
区
内
事
業
所
だ
け
を

変
更
す
る
こ
と
が
難
し
い
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
事
業
所
へ
の
周

知
を
図
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
申
請
が
進

む
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
度
障
害
者
や
医
療
的
ケ
ア
者
を
対
象

と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画

と
具
体
化
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
る
。

運
営
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
を
含
め
、

併
せ
て
検
討
を
し
て
い
く
。

「
旧
来
型
の
自
己
責
任
の
社
会
か
ら
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
活
を
保
障
す
る

新
し
い
社
会
モ
デ
ル
へ
の
転
換
」
を
打

ち
出
し
た
施
政
方
針
を
歓
迎
す
る

物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
廃

止
を　
さ
ら
に
区
と
し
て
で
き
る
対
策

を

軍
拡
で
は
な
く
、
対
話
と
包
摂
こ
そ
平

和
へ
の
道　
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言

40
周
年
の
今
、
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
力
に
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
に

向
け
て
行
動
を

介
護
崩
壊
に
つ
な
が
る
報
酬
引
き
下
げ

を
撤
回
さ
せ
、
介
護
従
事
者
が
誇
り
を

も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
支
援
を

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
」
へ
、

中
重
度
者
・
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
施
設

を
区
が
整
備
計
画
を
立
て
具
体
化
を

賃
金
の
平
等
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
築

く
土
台　
女
性
が
８
割
を
占
め
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
権
利
保
障
と
待
遇
改

善
を

問
題
だ
ら
け
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
今
こ

そ
中
止
を　
目
黒
川
酸
欠
気
泡
は
命
の

危
険
、
原
因
究
明
と
教
室
型
説
明
会
の

実
施
を

鈴
　
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員

（
共
　
産
）
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一 般 質 問

一 般 質 問

参
加
選
手
団
や
関
わ
り
の
あ
る
皆
さ
ん

に
、
文
化
交
流
を
は
じ
め
練
習
場
、
宿

泊
施
設
提
供
を
含
め
、
所
管
を
超
え
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

区
民
が
競
技
体
験
や
海
外
選
手
と
の
ふ

れ
あ
い
が
図
れ
る
よ
う
な
取
組
を
行
う
。

選
手
の
方
々
に
は
品
川
区
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
で
き
な
い
か
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

中
学
生
向
け
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

教
育
委
員
会
か
ら
学
校
へ
の
後
押
し
や
、

防
災
課
と
連
携
を
進
め
る
事
が
重
要
だ
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

助
成
を
利
用
し
て
防
災
士
資
格
を
取
得

し
た
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
防
災
組
織
や

訓
練
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

区
と
し
て
両
者
を
つ
な
げ
る
取
組
を
。

防
災
区
民
組
織
と
顔
の
見
え
る
関
係
構

築
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
区
が
支
援
。

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
を
含
め
、
今
後
の
区
の

考
え
方
・
方
向
性
は
。

国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
示
さ
れ

た
際
に
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

い
じ
め
被
害
に
つ
い
て
は
弁
護
士
へ
の

相
談
な
ど
助
成
さ
れ
る
。
児
童
・
生
徒

同
士
の
性
暴
力
被
害
者
救
済
の
た
め
の

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
。

い
じ
め
を
解
決
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、

性
被
害
で
あ
っ
て
も
費
用
を
助
成
す
る
。

条
例
化
を
は
じ
め
、
区
と
し
て
支
援
を

強
化
し
、
被
害
者
の
生
活
の
早
期
再
建

を
願
う
。
区
の
今
後
の
展
開
は
。

関
係
各
課
で
連
携
を
進
め
る
。
周
辺
自

治
体
の
動
向
も
注
視
し
、
被
害
者
支
援

の
取
組
に
つ
い
て
十
分
考
え
て
い
く
。

商
店
街
と
の
連
携
を
ど
う
図
っ
て
い
く

の
か
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
づ
く
り
に

よ
る
回
遊
性
の
向
上
、
賑
わ
い
創
出
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

周
辺
の
町
会
や
商
店
街
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち

づ
く
り
大
井
、
慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ

研
究
所
と
も
連
携
し
、
社
会
実
験
の
実

施
に
新
た
に
取
り
組
み
、
広
町
地
区
で

生
ま
れ
る
賑
わ
い
を
周
辺
地
区
へ
波
及

さ
せ
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

に
つ
い
て
。

都
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
退
院
支
援
手
帳
「
の
び

の
び
」
を
活
用
し
、
保
健
師
や
助
産
師

に
よ
る
寄
り
添
っ
た
支
援
を
実
施
し
て

い
く
。

授
乳
室
で
の
搾
乳
に
つ
い
て
。

搾
乳
が
必
要
な
方
が
授
乳
室
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
搾
乳
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
掲
示
な
ど
環
境
整
備
や
周
知
を

工
夫
す
る
。

妊
産
婦
歯
科
健
診
に
お
け
る
歯
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
。

口
腔
内
の
状
態
が
悪
化
し
や
す
い
妊
産

婦
に
対
し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
有
効
。

課
題
で
あ
る
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
妊
婦
面
接
等
の
機
会
を
捉
え
区

民
へ
の
効
果
的
な
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

若
者
支
援
の
た
め
の
組
織
体
制
等
に
つ

い
て
。

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ
ス
の

し
や
す
さ
や
相
談
の
し
や
す
さ
に
重
点

を
置
き
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
孤
独
・
孤
立
と
い
っ

た
多
様
な
課
題
に
、
よ
り
的
確
に
応
え

る
べ
く
、
若
者
に
特
化
し
た
組
織
体
制

の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

若
者
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て
。

低
所
得
者
の
若
者
な
ど
の
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
若
者
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
、
区

の
施
策
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
検
討

を
進
め
る
。

若
者
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
。

若
者
が
幅
広
く
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
丁
寧
な
対
応
や
事
業
の
周
知
を
行
う

と
と
も
に
、
国
や
都
と
の
連
携
や
他
の

支
援
機
関
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
む
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
を
推

進
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
も
そ
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い

る
。
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
的
確
に
対

応
す
べ
く
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
方
策
を
考
え
て
い
く
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

防
災
教
育
に
つ
い
て

育
児
支
援
に
つ
い
て

若
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

性
被
害
・
犯
罪
被
害
に
つ
い
て

大
井
町
周
辺
地
区
・
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
に

つ
い
て

澤
　
田
　
え
み
こ
　
議
員

（
自
　
民
）

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議
員

（
公
　
明
）

一般質問

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

一 般 質 問

幅
広
い
感
染
症
に
よ
る
危
機
に
対
応
で

き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
、
行
動
計

画
・
予
防
計
画
の
策
定
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
し
た
訓
練
の
実
施
を
求
め
る
。

健
康
危
機
対
処
計
画
は
、
現
在
策
定
中
。

具
体
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
ん
だ
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
区
の
感
染
症
対
策
訓
練

や
医
療
機
関
と
の
訓
練
に
お
い
て
、
有

効
に
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患
者
に
対
す
る
支

援
を
求
め
る
。
区
の
見
解
は
。

医
療
機
関
が
患
者
に
寄
り
添
い
、
診
察

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
師
会
等
に

情
報
提
供
を
行
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

視
認
性
に
つ
い
て
は
向
上
を
図
る
。

災
害
時
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
の
体
制

整
備
強
化
を
求
め
る
。

地
域
医
療
連
携
課
を
設
置
。
訓
練
や
日

常
か
ら
の
連
携
等
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
備
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
様
々
な
方
が
幅

広
く
参
加
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
行
い
、

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
向
上
に
対
す
る

支
援
を
期
待
す
る
。

学
生
な
ど
の
防
災
活
動
へ
の
参
画
促
進
、

防
災
区
民
組
織
と
商
店
街
と
の
連
携
支

援
、
防
災
対
策
の
普
及
啓
発
の
強
化
に

よ
り
、
地
域
防
災
力
を
一
層
向
上
さ
せ
、

助
け
合
い
の
輪
の
拡
充
を
目
指
す
。

子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
す
る
た
め
、
条

例
制
定
な
ど
区
の
方
向
性
を
明
確
に
表

明
す
る
必
要
が
あ
る
。
区
の
見
解
は
。

現
時
点
で
独
自
の
条
例
制
定
は
考
え
て

い
な
い
。
こ
ど
も
計
画
な
ど
を
通
じ
て

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
展
開

し
、
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
る
取
組

を
続
け
て
い
く
。

女
性
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
の
た

め
に
も
、
早
い
段
階
で
の
計
画
策
定
に

一
歩
踏
み
出
す
よ
う
に
求
め
る
。

品
川
区
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
性
の
多
様

性
を
尊
重
し
合
う
社
会
推
進
会
議
の
中

で
、
令
和
７
年
度
策
定
予
定
の
推
進
計

画
に
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
入
れ
て
い

け
る
か
検
討
を
し
て
い
く
。

ど
う
い
っ
た
基
準
で
契
約
先
を
決
め
て

い
る
か
。

原
則
と
し
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

契
約
事
務
規
則
等
で
定
め
る
手
続
に
則

り
、
事
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

選
択
の
際
に
企
業
の
外
資
の
保
有
比
率

も
考
慮
し
て
い
る
か
。

契
約
事
務
規
則
に
基
づ
く
参
加
資
格
等

に
事
業
者
の
外
資
の
保
有
比
率
は
定
め

て
い
な
い
。

ま
ず
は
品
川
区
内
で
お
金
が
循
環
す
る

よ
う
に
、
そ
れ
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
企
業
、
日
本
の
株
主
に
お
金
が

回
る
契
約
先
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

区
内
事
業
者
が
履
行
可
能
な
契
約
に
関

し
て
は
、
区
内
事
業
者
に
対
し
て
優
先

的
な
受
注
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

予
て
よ
り
提
案
し
て
い
た
が
進
捗
は
。

現
在
、
行
政
間
で
災
害
時
に
お
け
る
相

互
協
力
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
防
災

面
以
外
の
交
流
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

品
川
区
の
現
在
の
外
国
人
の
不
動
産
保

有
率
は
。
区
民
の
安
定
し
た
居
住
の
た

め
に
区
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

区
内
の
不
動
産
に
対
す
る
外
国
人
の
保

有
率
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

区
民
の
住
ま
い
確
保
は
、
住
宅
確
保
要

配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
促

進
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
儲
か
っ
て
い
る
指
標

と
は
。
羽
田
新
ル
ー
ト
下
の
区
民
の
生

活
に
負
担
を
か
け
て
ま
で
、
果
た
し
て

日
本
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
動
向
調
査
の
統
計

等
を
参
考
と
し
て
い
る
。
羽
田
空
港
の

機
能
強
化
を
含
む
国
の
様
々
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
組
が
も
た
ら
す
効
果
や
課

題
と
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
を
外
国
人
が
申
請
し
た
場
合

は
、
海
外
に
あ
る
資
産
や
家
族
な
ど
は

ど
の
よ
う
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

海
外
資
産
の
把
握
は
で
き
か
ね
る
が
、

丁
寧
な
調
査
に
よ
る
適
正
な
処
理
を
行

っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
教
育
委
員
会
の
人
事
任
命
に
つ
い
て

医
療
と
福
祉
の
充
実
（
感
染
症
対
策
）

防
災
対
策
に
つ
い
て

こ
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

女
性
支
援
事
業
に
つ
い
て

区
の
事
業
を
委
託
す
る
企
業
に
つ
い
て

矢
祭
町
と
の
防
災
相
互
協
定
に
つ
い
て

外
国
人
と
の
共
存
社
会
に
つ
い
て

ひ
が
し
　
ゆ
　
き
　
議
員

（
未
　
来
）

お
ぎ
の
　
あ
や
か
　
議
員

（
無
所
属
）

一般質問

一般質問
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一 般 質 問

一 般 質 問

病
休
の
教
員
の
数
は
。
担
任
が
不
在
と

な
り
管
理
職
等
が
入
っ
た
ケ
ー
ス
は
延

べ
何
ク
ラ
ス
あ
っ
た
の
か
。

令
和
７
年
２
月
時
点
で
、
病
気
休
職
に

入
っ
た
教
員
数
は
37
名
、
担
任
が
不
在

と
な
り
管
理
職
が
入
っ
た
学
級
数
は
延

べ
16
学
級
と
な
っ
て
い
る
。

区
独
自
教
員
を
さ
ら
に
増
や
し
、
現
場

の
教
員
不
足
を
補
う
よ
う
求
め
る
。

令
和
７
年
度
は
６
名
を
新
規
に
採
用
し
、

段
階
的
な
増
員
を
図
っ
て
い
る
。

住
民
の
交
通
権
保
障
の
立
場
か
ら
、
大

崎
ル
ー
ト
の
速
や
か
な
運
行
を
求
め
る
。

現
在
の
大
井
ル
ー
ト
の
検
証
結
果
等
の

状
況
を
見
極
め
た
上
で
検
討
す
る
。

昨
年
末
の
固
定
化
回
避
検
討
会
で
国
か

ら
示
さ
れ
た
案
は
、
Ａ
滑
走
路
ル
ー
ト

の
固
定
化
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

国
は
、
ル
ー
ト
案
が
具
体
的
に
決
ま
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
固
定
化
回
避
に
向

け
た
取
組
を
継
続
す
る
と
し
て
い
る
。

区
長
は
、
再
開
発
に
反
対
す
る
住
民
と

会
い
、
何
を
感
じ
、
何
を
課
題
と
捉
え

た
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
住
民

の
声
を
区
長
自
ら
聴
く
こ
と
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
、
そ
こ
に
住
む

地
域
住
民
で
あ
る
と
の
考
え
を
改
め
て

強
く
し
た
。
今
後
も
住
民
の
様
々
な
声

に
耳
を
傾
け
て
い
く
。

超
高
層
再
開
発
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
見
直
し
を
求
め
る
。

令
和
５
年
に
改
定
し
て
お
り
直
ち
に
見

直
し
に
は
至
ら
な
い
が
、
今
後
の
改
定

に
際
し
て
は
住
民
の
声
に
し
っ
か
り
耳

を
傾
け
る
区
の
姿
勢
を
反
映
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
、阪
神
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年

教
訓
を
生
か
し
防
災
対
策
の
強
化
を

①
訪
問
介
護
の
報
酬
が
引
き
下
げ
の
影

響
も
あ
り
昨
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産

件
数
は
過
去
最
多
。
介
護
事
業
者
を
人

材
確
保
の
観
点
で
支
援
す
る
取
組
と
し

て
、
事
業
者
と
介
護
従
事
者
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
「
福
祉
人
材
バ
ン
ク
」
を
創

設
し
て
は
？
②
年
に
一
度
で
も
区
長
と

中
小
の
介
護
事
業
者
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
現
場
の
声
を
聞
い
て
く
れ
な
い

か
？
③
来
年
度
予
算
の
新
規
事
業
に
外

国
人
介
護
人
材
の
就
労
支
援
を
盛
り
込

ん
で
い
る
が
、
人
手
不
足
を
低
賃
金
の

外
国
人
労
働
者
で
補
う
こ
と
は
賃
金
の

下
降
圧
力
と
な
り
、
こ
の
国
で
働
く
介

護
従
事
者
を
低
賃
金
競
争
に
巻
き
込
む
。

ル
ー
ル
に
則
り
来
日
す
る
技
能
実
習
生

等
に
一
切
の
罪
は
な
い
が
、
こ
の
国
で

働
く
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
最
優

先
に
す
る
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
。

①
介
護
の
周
辺
業
務
等
の
体
験
支
援
や

「
ふ
く
む
す
び
」
で
発
信
を
し
て
い
る
。

②
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

③
人
手
不
足
の
解
決
策
と
し
て
外
国
人

人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

①
昨
年
の
倒
産
件
数
は
１
万
６
件
と
前

年
比
15
％
増
、
11
年
ぶ
り
に
１
万
件
を

超
え
た
。
物
価
高
が
落
ち
着
く
気
配
は

な
く
、
倒
産
が
危
ぶ
ま
れ
る
職
種
は
多

岐
に
わ
た
る
。
地
元
の
商
店
街
、
区
内

の
中
小
零
細
企
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

経
営
状
況
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
深
刻
な

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
区
は
現
在
の
景

気
を
悪
い
と
考
え
る
な
ら
大
胆
な
対
策

を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

②
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
に
よ
る
事
業
者
へ

の
影
響
を
把
握
し
、
き
め
細
か
な
支
援

に
繋
げ
る
た
め
区
独
自
の
調
査
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

①
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
が

先
行
き
に
懸
念
材
料
も
あ
る
。
プ
レ
ミ

ア
ム
つ
き
区
内
共
通
商
品
券
事
業
や
、

設
備
更
新
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

②
国
が
行
う
調
査
（
時
期
は
未
定
）
の

結
果
や
国
の
動
向
等
を
把
握
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
ル
ー
ト
直
下
に
お
住
ま
い
の
６
割
強
が

影
響
を
受
け
る
羽
田
の
話

・
命
の
話

教
師
不
足
を
解
消
し
、
探
求
と
協
同
で

学
ぶ
楽
し
さ
を
全
て
の
子
ど
も
た
ち
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
大
崎
ル
ー
ト
を
速

や
か
に
運
行
し
、
住
民
の
交
通
権
保
障

を

介
護
の
話

商
い
の
話

行
き
詰
ま
り
が
明
ら
か
な
「
固
定
化
回

避
検
討
会
」
で
は
区
民
を
守
れ
な
い

羽
田
新
ル
ー
ト
の
撤
回
を
求
め
よ

超
高
層
再
開
発
の
推
進
で
苦
し
む
住
民

の
声
を
聴
き
、
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
見
直
し
を

安
　
藤
　
た
い
作
　
議
員

（
共
　
産
）

や
な
ぎ
さ
わ
　
聡
　
議
員

（
無
所
属
）

一般質問

一般質問

　

　

　
　
　
　
　
　

 
 

　

　
　
　
　
　
　

　

一 般 質 問

一 般 質 問

住
宅
の
防
音
対
策
工
事
の
補
助
、
落
下

物
の
問
題
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

防
音
工
事
助
成
に
つ
い
て
は
、
国
に
要

望
し
学
校
な
ど
で
拡
充
な
ど
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
。
落
下
物
対
策
に
つ
い
て

も
国
は
充
実
・
強
化
を
進
め
て
き
た
。

区
と
し
て
は
更
な
る
取
組
の
実
施
を
国

に
対
し
求
め
て
い
く
。

一
日
も
早
い
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
固
定

化
回
避
の
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
区
の
考
え
は
。

固
定
化
回
避
に
つ
い
て
区
民
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
具
体
的
な
方
策
の
提
示
と

そ
の
実
施
を
強
く
求
め
た
と
こ
ろ
だ
。

今
後
も
、
次
回
検
討
会
の
開
催
と
、
具

体
的
な
方
策
の
提
示
を
早
期
に
行
う
よ

う
国
に
対
し
強
く
求
め
て
い
く
。

飼
い
猫
の
不
妊
、
去
勢
手
術
費
の
一
部

助
成
の
情
報
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
感

じ
が
す
る
が
、
区
の
考
え
は
。

区
は
人
と
動
物
と
の
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
地
域
に
お
け
る
取
組
を
推
進

し
て
い
る
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
効

果
的
な
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

ち
ょ
っ
と
し
た
餌
や
り
が
多
頭
飼
育
に

つ
な
が
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
べ
き
。
保

護
さ
れ
る
動
物
を
増
や
さ
な
い
取
組
に

つ
い
て
、
区
の
方
針
は
。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
、
情
報
提
供
時

に
、
職
員
が
現
場
へ
行
き
餌
や
り
を
し

て
い
る
方
へ
直
接
お
声
が
け
を
し
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
が
こ
れ
以
上
増
え
な

い
よ
う
個
別
に
お
伝
え
し
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
の
は
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

リ
ス
ク
を
知
ら
せ
る
啓
発
を
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
対
し
て
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
し
て
い
る
方

に
向
け
て
も
、
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
は
民
間
企
業
と
の
連
携
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

区
が
子
ど
も
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
区
内
の
現
役
世
代
や
高
齢
者

世
代
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
理
解
を
ど

の
よ
う
に
得
て
い
く
の
か
。

子
育
て
・
教
育
に
か
か
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
進
め
る
こ
と
は
、
子
育
て
世

帯
の
可
処
分
所
得
の
増
加
等
に
つ
な
が

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
税
収
増
と

い
う
形
で
還
元
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、

高
齢
者
施
策
を
含
む
各
施
策
を
充
実
す

る
た
め
の
財
源
の
確
保
に
も
寄
与
す
る
。

高
齢
者
の
食
の
支
援
に
関
し
て
、
企
業

と
連
携
し
た
実
現
に
向
け
て
検
討
を
。

特
に
閉
じ
籠
も
り
傾
向
の
あ
る
要
介
護

高
齢
者
等
の
食
の
確
保
と
見
守
り
が
目

的
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
非
常
に
重
要
。
今
後
、
民
間
と

連
携
し
た
提
供
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

次
年
度
、
骨
粗
鬆
症
検
診
の
試
行
実
施

を
行
う
。
施
行
後
早
期
に
男
性
や
全
て

の
高
齢
者
に
拡
大
し
て
い
く
べ
き
。

高
齢
期
の
骨
折
等
の
予
防
は
課
題
。
試

行
実
施
の
結
果
も
踏
ま
え
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
以
外
に
も
対
象
者
を
拡
充

し
、
区
内
の
各
医
療
機
関
で
の
本
格
実

施
に
向
け
検
討
す
る
。

外
部
資
源
の
活
用
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
の
拡
充
を
。

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
の
よ
り
早
期
の
介
入
、

不
登
校
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
充
実
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

マ
イ
ス
ク
ー
ル
八
潮
で
昼
食
提
供
が
開

始
す
る
。
学
校
に
通
え
て
い
れ
ば
給
食

費
無
償
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
の
に

と
い
う
保
護
者
の
思
い
も
あ
る
。
不
登

校
の
子
ど
も
た
ち
の
食
の
支
援
を
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
外
部
と
つ
な
が

る
こ
と
が
大
切
。
ど
の
よ
う
な
支
援
・

ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
か
検
討
す
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
で
学
び
の
多
様
化
が
で

き
る
環
境
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か

が
重
要
。
区
内
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
や
児

童
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
回
復
期
に
子

ど
も
た
ち
が
元
気
を
取
り
戻
す
取
組
を
。

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
不
登
校
児
童
の
積

極
的
な
受
入
れ
も
行
い
、
自
分
ら
し
く

成
長
で
き
る
居
場
所
等
の
充
実
を
図
る
。

羽
田
空
港
の
低
空
飛
行
ル
ー
ト
問
題

犬
、
猫
の
殺
処
分
「
０
」
を
め
ざ
す　

飼
い
主
に
恵
ま
れ
な
い
犬
、
猫
を
増
や

さ
な
い
為
に
。
現
施
設
の
更
な
る
充
実
、

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

子
育
て
施
策
等
の
区
の
方
針
に
つ
い
て

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

木
　
村
　
健
　
悟
　
議
員

（
未
　
来
）

西
　
村
　
直
　
子
　
議
員

（
自
　
民
）

一般質問

一般質問
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総務委員会

区民委員会
  

  
  

 
  

  

文教委員会
  

  
  

  
 
  

  

 

建設委員会

厚生委員会

行財政改革特別委員会

災害・環境対策特別委員会

  
  

  
 
  

  

  
  

  
  

 
  

  

  

常任委員会の活動
１月～３月

１月から３月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

特別委員会の活動
１月～３月

１月から３月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

1月20日

2月25日

2月26日

3月26日

報告４件（自閉症・情緒障害特別支援学級
の新設など）について質疑
「児童・生徒の学校生活のサポート体制につ
いて」をテーマに調査・研究
議案審査９件
請願・陳情審査２件
報告９件（品川区子ども読書活動推進計画
（令和７年度～11年度）の決定など）につ
いて質疑

1月20日

2月25日

2月26日

報告４件（品川区水辺利活用推進計画（素案）
に係るパブリックコメントの実施など）につい
て質疑
「住宅に関することについて」をテーマに
調査・研究
議案審査５件
請願・陳情審査４件
報告１件（専決処
分の報告）につい
て質疑
報告６件（区営自
転車等駐車場短時
間無料設定の実施
など）について質疑

1月20日

2月25日

2月26日

「防災に関すること」をテーマに調査・研究
報告４件（トイレトラックの導入など）に
ついて質疑
「環境に関すること」をテーマに調査・研究
陳情審査１件
報告１件（エコルとごし 大型企画展「草木
の恵みと布のものがたり」の開催）につい
て質疑

1月22日

2月28日

陳情審査１件
報告２件（品川区立八潮在宅サービスセン
ターおよび品川区立八潮わかくさ荘ほか６
施設の指定管理者候補者の公募など）につ
いて質疑
「災害医療について」をテーマに調査・研究
議案審査19件
請願・陳情審査３件
報告３件（国保財政健
全化計画など）につい
て質疑

1月20日

2月25日

2月26日

報告４件（しながわシティランの開催に向
けた進捗など）について質疑
議案審査２件
請願・陳情審査５件
報告１件（八潮みらいコンセプトの策定）
について質疑

報告３件（第26回品川区世論調査など）に
ついて質疑
「都市ブランディングについて」をテーマに
調査・研究
議案審査17件
請願・陳情審査４件
報告11件（こみゅにてぃぷらざ八潮太陽光
発電設備新設工事請負契約など）について
質疑
議案審査２件

1月20日

2月25日

2月26日

1月21日

2月27日

「行政のデジタル化に関すること」をテー
マに調査・研究
「新庁舎等に関すること」、「財源・事業の
評価に関すること」をテーマに調査・研究

予算特別委員会

〈総括質疑〉

　予算特別委員会は３月４日から 21 日のうちの計８日間
にわたり令和７年度予算および令和６年度補正予算の審
査を行いました。最終日の３月 21 日には、令和７年度予算
について、各会派を代表して 11 人の委員が各会計歳入歳
出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
( 各会派の意見表明は 10 ～ 11 ページに掲載 )
　総括質疑における質問の項目は、以下のとおりです。

せ　お　麻　里　委員 ( 自　民 )
予算編成（力を入れたポイント等）、学校給食、放課後等
デイサービス（事業の充実に向けた区の取組等）について

こしば　　新　　委員 ( 自　民 )
給付型奨学金と地域防災（奨学金受給の条件等）、デジタ
ル商品券、広町地域を含んだ大井町のまちづくりについて

ゆきた　政　春　委員 ( 公　明 )
火災被災者への支援体制、空洞調査、旧荏原第四中学校跡
地活用（学習スペース・防災機能の確保等）について

新　妻　さえ子　委員 ( 公　明 )
給食費の無償化（対象拡大等）、高齢者まるごと支援、ス
フィア基準に準じた避難所整備とマンション防災について

山本　やすゆき　委員 ( 未　来 )
財政と新庁舎（現在想定している金利水準と利払い額等）、
中学校標準服無償化（一括購入に向けた課題等）について

吉　田　ゆみこ　委員 ( 未　来 )
政策決定プロセス（事業内容変更の背景、各当事者・事業
者の意見の反映、政策提案での議会の関与等）について

のだて　稔　史　委員 ( 共　産 )
施政方針（国の抱える構造的な課題等）、財源、更なる提
案（移動教室の無償化検討等）、再開発事業について

石　田　ちひろ　委員 ( 共　産 )
同和問題、ジェンダー平等、会計年度任用職員、リプロダ
クティブ・ヘルス／ライツ、ユースヘルスケア等について

藤　原　正　則　委員 ( 品　改 )
西大井（喫煙所整備、平和の花壇、駐輪場増設等）、介護
予防、介護職員の処遇改善、都区財政調整交付金について

筒井　ようすけ　委員 ( 品　改 )
有機農産物等（食材の一括購入への課題等）、羽田空港ア
クセス線、東八潮の利活用、羽田新飛行ルートについて

せらく　真　央　委員 ( 維　新 )
官民連携、周産期グリーフケア、学校給食、公務ＤＸ（教
員のテレワークの環境整備等）、学用品の無償化について
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会　議　名 開　催　日　時

５月15日（木）・５月21日（水）午後 １時
５月26日（月）・６月25日（水）・
７月９日 （水）午前10時30分

5月27日（火）午後 １時

６月26日（木）午後 １時
６月27日（金）午前10時
７月10日（木）午後 １時

５月12日（月）午後 １時
６月30日（月）午前10時
７月１日 （火）午前10時

５月13日（火）午後 １時

５月14日（水）午後 １時

議会運営委員会

第１回臨時会

第２回定例会

総　務
区　民
厚　生
建　設
文　教

行財政改革

災害・環境対策

（予定）本会議・委員会の日程
令和７年第１回臨時会は５月27日の１日間、第２回定例会本会議は
６月26日から７月10日までの15日間の会期で開催される予定です。

 

迷惑行為への対処について
　SNSや電子メール、電話または対面による、議員への迷惑行為に対し
ましては、議員の活動および生活を守るために、厳正に対処いたします。
　議員に対する誹謗中傷、脅し、なりすまし、ハラスメントなどの迷惑行
為が確認された際には、警察その他関係機関と連携の上、刑事告訴、損害
賠償請求等の法的措置も視野に入れてまいります。
　品川区議会では、議員のコンプライアンスも含め、議会アドバイザー
（弁護士）と連携し、適切な議会運営に努めてまいります。

品川区議会

 

区議会だより
アンケートのご協力

ありがとうございました

　区議会だより第308号などで募
集したアンケートにつきまして、
計170件の回答をいただきまし
た。貴重なご意見、まことにあり
がとうございました。いただいた
ご意見は、今後の区議会だよりの
改善に役立ててまいります。

集計結果の概要はこちら

＊本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をして
　います。また、本会議終了後おおむね１週間後に、インター
　ネット録画中継でご覧いただけます。
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